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ＪＲ連合は１月 24 日、エリア連合担当者とと

もに連合の最大構成組織であるＵＡゼンセンを

訪問し、組織化に関する意見交換を実施した。 

ＵＡゼンセンは繊維・衣料など国民生活に関

連する多種多様な産業で働く仲間が結集して

いる日本最大の産業別労働組合で、2019 年９

月現在約 180 万人が加入している。また、パー

ト・アルバイトなど多様な雇用形態で働く仲間

の組織化にも精力的に取り組んでおり、当日は

組織局を所管する加藤利行局長からＵＡゼンセンの取り組みを学んだ。 
加藤局長は、「ＵＡゼンセン運動は組織化が一丁目一番地であり、『仲間を増やすこと』

と『仲間を守ること』を基底に、年間４～５万人の組織拡大を目標に掲げ、約 500 社の

企業を訪問している。またその際には、役職に関係なく全役員・局員で企業を訪問し、加

盟組合の了承を得て当該組合の関連企業にも訪問している」と取り組みの一端を述べた。

そして、「労働組合の結成にあたって重要なことのひとつに経営側の理解がある」として、

生産性や企業イメージの向上、企業防衛などの観点から労働組合の必要性を粘り強く説

明し、経営側と従業員側双方の合意の下、労働組合を結成していることが紹介された。 

また、ＵＡゼンセンでは、一企業一労働組合があるべき姿との認識の下、企業内での

労働組合の価値と影響力を高めるため、ユニオンショップ協定の締結に取り組んでおり、

現在では加盟組合の約 90％でユニオンショップ協定を締結しているとの説明があった。 

そして、パート・アルバイトなどの組織化についても、「いかなる雇用形態であろうが

同じ働く仲間であり、雇用形態の違いによって労働組合に加入できないということでは、

労働組合の社会的使命を果たしたことにはならない」と力説。「労使協定の締結要件や企

業防衛といった観点からもパート・アルバイトなどで働く仲間の組織化は必要」として、

「組織化に消極的な加盟組合に対しては、粘り強くその必要性を説明し理解を求めてい

る」と述べられた。 

出席者からは、労働組合の結成に対して、経営側の理解が得られづらいことやパート・

アルバイトなどの組織化が進んでいない現状について発言があり、加藤局長からこれら

の課題を解決するための的確なアドバイスをいただいた。 

ＪＲ産業を俯瞰すると集団的労使関係が存在しない関連企業が多く、既存の労働組合

においても、パート・アルバイトなどの雇用形態で働く仲間を組織化できていない。今

後は、ＵＡゼンセンの取り組みを参考にしつつ、エリア連合等と連携を強化し、ＪＲ産

業に集うすべての仲間の総結集にむけた取り組みを精力的に展開していく。 

 


